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東海第二発電所の電気ケーブルは建設時
の敷設作業において傷がつき補修して
いる。電気ケーブルの劣化状況評価に
おいては、建設時の傷や補修をどのよう
に考慮しているのか。

高経年化対策 －建設時の敷設作業における電気ケーブルの損傷の考慮－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第17回ワーキング
（2020.10.21）
で議論

別 紙 ２

○ケーブル敷設時の損傷事象への対応

建設時の敷設作業において損傷した電気
ケーブルについては、絶縁体まで損傷し
たものは新しいケーブルと交換している
こと、シース（絶縁体のさらに外側の被
膜）のみが損傷したものは、シースを補
強するなど、絶縁特性が低下しないよう
処置されていることを確認。

東海第二発電所建設時のケーブル敷設作業において
生じたケーブルの損傷に対しては、以下のとおり、
絶縁特性低下への影響がないよう処置している。

損傷したケーブルの補修方法（絶縁体が損傷していない場合）

ビニル溶着＋ハイボンテープ法

損傷部周辺のシースをはぎ取り、
布テープまたはシールドテープ
を露出

布テープ損傷の場合、外層に布
テープを重ね巻き
シールドテープ損傷の場合、損
傷した箇所をハンダ付け

損傷部位に合わせてシース片を
準備
損傷部にシース片を載せ、ホッ
トドライヤー等で加熱溶着

補修部をハイボンテープ、ビニ
ルテープで補強

ビニル溶着法

損傷部を整える

損傷部位に合わせて
シース片を準備
損傷部にシース片を載
せ、ホットドライヤー
等で加熱溶着

ガラス、ナイフ等を用
いて補修部の表面を平
滑に仕上げる。

• 絶縁体が損傷したものは、新しいケーブルと取替

• シースのみが損傷したものは、シース片を加熱溶着
して補修〔ビニル溶着法〕

• 布テープまたはシールドテープが損傷したものは、
損傷部を補修した後、シース片を加熱溶着し、補修
部をテープにて補強〔ビニル溶着＋ハイボンテープ
法※〕

【損傷ケーブルの補修状況】

※ ケーブルの絶縁機能は、絶縁体が健全であれば維持され
るが、念のため熱による劣化を付与した上で耐電圧試験
を実施し、絶縁が維持されていることを確認

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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